
斤量 クラス コース ※文字色の意味

別定 GIII 京都 赤…GOOD妙味大な馬  青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 斤量 能力 コース 馬場 血統 展開 総合 人気 印 結果 コース特徴

1 ジャンカルド 和田竜 ハービンジャー デインヒル フジキセキ フジキセキ 56 C B A A C C 7 △3 9

2 ラーゴム 北村友 オルフェーヴル ステイゴールド Candy Ride ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 56 C A A B B B 3 ◯ 1

3 ヨーホーレイク 武豊 ディープインパクト ディープインパクト フレンチデピュティ ｳﾞｧｲｽﾘｰｼﾞｪﾝﾄ 56 B B B C A B 2 ☆ 2 馬場レベル&バイアス

4 ダノンジェネラル 川田 ドゥラメンテ キングマンボ フレンチデピュティ ｳﾞｧｲｽﾘｰｼﾞｪﾝﾄ 56 B B B B C B 4 ▲ 7

5 タガノカイ 泉谷 ノヴェリスト ブランドフォード ホワイトマズル リファール 56 D C C A D D 9 消 4 血統傾向

6 トーセンクライマー 荻野極 ゴールドシップ ステイゴールド New Approach サドラーズウェルズ 56 E C B B C D 11 消 8

7 ショウナンアレス 松山 リオンディーズ キングマンボ フジキセキ フジキセキ 56 C C C B C C 6 △1 6

8 アクセル 柴山 キズナ ディープインパクト タイキシャトル ヘイロー 56 C C C C C C 10 △4 11

9 ランドオブリバティ 三浦 ディープインパクト ディープインパクト Dubawi ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 56 B C C C C C 1 △2 3 展開

10 ドゥラモンド 岩田望 ドゥラメンテ キングマンボ Include アックアック 56 B C B B B B 5 ◎ 10

11 アランデル 池添 ハービンジャー デインヒル サンデーサイレンス サンデーサイレンス 56 C B A A C C 8 △5 5

データなど特記事項

※評価はこのレース中の相対評価になります

上3F 下3F

36.8 36

想定ラップタイム

危険な馬

2021/2/7

きさらぎ賞 芝1800m 良想定 平坦 中荒れ E

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度

向こう正面でペースが緩み、そこから下り坂で早めにスパートと

なりやすい。３歳馬にとっては過酷な舞台。

D=やや重い

今開催の中京芝2000mの傾向及び、中京芝で行われた重賞の結果を

見ても、父サンデー系よりも父非サンデー系の重厚な血統の活躍

が目立つ。

タガノカイの単騎逃げが濃厚。極端なスローペースにはならなそ

うで、ロンスパ戦になれば脚を溜めた差し馬が有利になりそう。

今年は中京開催なのでデータは参考にはできないか。

PREVIEW ランドオブリバティ=前走はアクシデント的な事とされているが、

全姉リバティハイツは最終的にスプリント戦で開花したような馬

ですし、牝馬から牡馬に変わったとはいえ本質的にはスピードタ

イプの馬なんだろう。使うごとにスピードが前面に出てきた感じ

がします。

　例年は京都芝1800mで行われることで、底力というよりは直線での瞬発力が問われることの多かった感じ。ただ、今年に関しては明け３歳馬にとっては凄まじくタフな舞台と言っていい中京芝2000mでの開催

になりますし、キレだけではない総合力が問われると考えていい。このレースで強いパフォーマンスを見せる馬がいればクラシックにも直結するはずです。

　メンバーレベルは微妙そうで、少頭数の割にそれなりに位置を取りに行きそうな馬や騎手が多いというのがぱっと見の印象。前に行った馬がそのまま粘りこむようなレース展開になるとは思えず、愛知杯の

ウラヌスチャームや日経新春杯のミスマンマミーアのように、後方待機で直線だけの競馬で突っ込んでくる馬が有利なレースになりそうな感じがします。

　本命は人気を考えても◎ドゥラモンドが面白いか。デビューから２戦は低レベル戦で評価が難しいレース。前走の朝日杯FSは太め残りでこの時計で走ったのであれば上出来という感じで、現時点での指数レ

ベルで言えば今回のメンバーでは上位。ただ、そこからの400mの距離延長、及びタフな中京芝2000mに対応できるかはやってみなければわからないところで、重賞における岩田望騎手の期待値もさほど高くな

い。

妙味大な馬
ラーゴム=いかにも現時点での基礎体力が上位な感じの馬で、２歳

時はその体力アドバンテージを活かして中距離戦で活躍していた

印象。今回も大してメンバーレベルが高くないですし、この馬の

体力を活かすことができそうな舞台設定。北村友一騎手もある程

度構えて乗りそうなので合うとは思う。

穴馬
ドゥラモンド=デビューから２戦は低レベル戦で評価が難しいレー

ス。前走の朝日杯FSは太め残りでこの時計で走ったのであれば上

出来という感じで、現時点での指数レベルで言えば今回のメン

バーでは上位。ただ、そこからの400mの距離延長、及びタフな中

京芝2000mに対応できるかは半信半疑。

想定時計

2:01:6

REVIEW

　タガノカイが逃げて前半はスローペースだったが、中盤からペースが緩まないで中京芝2000mらしいロンスパ戦に。荒れた馬場を苦にせずにロスなく競馬ができたラーゴムが重賞制覇に至った。中京芝2000m

は地力が問われやすい舞台で、なおかつ距離が長かった馬が多く４着以下は突き放された。上位３頭は水準レベルの能力はありそうだが、クラシック云々と言えるような馬ではない感じがします。
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枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 ジャンカルド 和田竜 △3 C 7 9

2 ラーゴム 北村友 ◯ B 3 1

3 ヨーホーレイク 武豊 ☆ B 2 2

4 ダノンジェネラル 川田 ▲ B 4 7

5 タガノカイ 泉谷 消 D 9 4

6 トーセンクライマー 荻野極 消 D 11 8

7 ショウナンアレス 松山 △1 C 6 6

8 アクセル 柴山 △4 C 10 11

9 ランドオブリバティ 三浦 △2 C 1 3

10 ドゥラモンド 岩田望 ◎ B 5 10

11 アランデル 池添 △5 C 8 5

PREVIEW REVIEW
前走は葉牡丹賞でまずまずの好時計で2着好走。ただ、このレースは完全な立ち回り戦になった感じで、前に行った馬が上位独占。今回

も鞍上が和田騎手なら積極的に乗りそうですし、あんまり今の馬場でそういう競馬が合いそうな感じはしない。

伸びない最内を突いたとはいえ物足りないレース内容。葉牡丹賞は完

全にイン有利の立ち回り勝負が向いたということか。現状は自己条件

で力をつけていきたいところ。

いかにも現時点での基礎体力が上位な感じの馬で、２歳時はその体力アドバンテージを活かして中距離戦で活躍していた印象。今回も

大してメンバーレベルが高くないですし、この馬の体力を活かすことができそうな舞台設定。北村友一騎手もある程度構えて乗りそう

なので合うとは思うが、冬時期の大型馬の休み明けや能力的にどうかなど不安要素もあり。

厩舎コメント通りに前向きさが出てきた感じでかかるのをギリギリ抑

えるような競馬。タフな馬場を苦にせずに伸びた点は評価したいが、

いかにも現時点での体力の豊富さで走れている感じ。

一度も強いと感じたことがない馬だが、今回のメンバーレベルを考えるとホープフルS3着は相対的に上位と言えるか。キレずにじわじ

わと伸びてくる馬なので今の中京コースは合うと思いますし、後方で脚を溜めて外を回しそうな武豊騎手の騎乗も合いそう。ただ、こ

の血統は早熟で一切の上昇を見せないので、友道厩舎だとしてもあんまり上昇は考えない方がいいか。

後方追走から外を回して２着確保。いかにも友道厩舎らしい体力タイ

プのディープ産駒で、現時点での基礎体力で走れている感じ。クラ

シック云々という馬ではないと思います。

新馬戦はセンス良い競馬で完勝。馬っぷりも良いですし、いかにもな中内田厩舎の馬という感じで３歳戦では素質も高そう。兄弟の

キャラを考えてもある程度タフな舞台はこなしそうですし、ここでも上位争いになるんじゃないでしょうか。

今回はタフな馬場、若干行きたがった点、そして直線で不利もあった

りで見直せるところもありそう。馬体を見ても素質はありそうなの

で、まだ見限りたくはないところ。

逃げられるかどうかでパフォーマンスが変わる馬。今回のメンバーでは数少ない2勝馬ではあるが、前走はこの時期の世代限定戦にして

は相当に弱いメンバーレベルだった。京都2歳Sの内容を見ても厳しいだろう。

途中からラップを上げる逃げ戦法で見せ場を作った。１勝クラスは非

常に弱い相手だったが、今回も大してレベルが高くなかった。逃げれ

ば相手なりに走れるという部分もあるだろう。

前走の葉牡丹賞はイン先行有利なレースだったとはいえさすがに負けすぎ。ここでは厳しいんじゃないだろうか。 追走に苦労して最後はバテた馬を交わしただけという感じ。スピード

不足が顕著で、芝の長距離戦のバテ比べじゃないと厳しいんじゃない

だろうか。

立ち回りセンスが抜群で相手なりに走れる馬だが、勝ち味に遅い点で勝ち上がるのが遅れた感じ。上でも相手なりにやれそうな感じは

するが、ステラリアあたりとの比較で考えてもこの相手でどうなのか。

松山騎手は積極的な2番手を取りに行った。現状、重賞では厳しかっ

た感じで、距離も1800mぐらいの方が良さそう。自己条件ならやれる

ので力をつけていきたい。

初戦は二の足の速さで逃げてまずまずの競馬。京成杯はスタートで出遅れて超スローを大外ぶん回しでは何もできなくて仕方ないか。

まだ能力の底は不明確な部分があるので抑えておいていいか。

スタートを決めて先行できたが直線入り口ではもう手応えがなかっ

た。単純に力が足りないのか、それとも母の血統通りに短距離馬の可

能性もあるかもしれない。

前走はアクシデント的な事とされているが、全姉リバティハイツは最終的にスプリント戦で開花したような馬ですし、牝馬から牡馬に

変わったとはいえ本質的にはスピードタイプの馬なんだろう。使うごとにスピードが前面に出てきた感じがしますし、ハミを変えたと

ころで同距離の重賞となると再び危うさはあるだろう。

暴走を抑えるためにガッチリと抑える競馬に。今回はメンバーレベル

が低かったので３着に来れたが、この気性難があるとクラシック云々

は言えないか。マイルぐらいの適性になってきたか。

デビューから２戦は低レベル戦で評価が難しいレース。前走の朝日杯FSは太め残りでこの時計で走ったのであれば上出来という感じ

で、現時点での指数レベルで言えば今回のメンバーでは上位。ただ、そこからの400mの距離延長、及びタフな中京芝2000mに対応できる

かはやってみなければわからないところで、重賞における岩田望騎手の期待値もさほど高くない。

前走で速いペースのマイル戦を使ったことで折り合い難を露呈。岩田

騎手の騎乗もかなり無理矢理だった。鞍上は距離を敗因にあげている

が、それ以上にローテじゃないだろうか。

前走の芙蓉Sは外差し馬場で相対的に最もスムーズに競馬ができていた感じ。全兄ベストリゾート同様に折り合い難がありそうな感じで

すし、果たして今回の相手に折り合って能力を発揮できるか。間隔を開けているので成長があった時の事を考えて抑える。

課題の折り合いは若干かかる程度でそこまで問題はなかったか。馬体

が増えていたのである程度の成長もあったか。それでも今回の相手で

は力負けだった。


